
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『お酒をやめさせたい！』 

『私が何とかしなければ！』 

と悩んでいる家族へ 

依存症は回復できる病気 

「家族が病気を学ぶ」と相手も変わる 

アルコール依存症は、「病気」です。この「病気」が原因で、依存症者と家

族は互いに傷つけあい、苦しめています。しかし、この「病気」は目には見

えるものではないため、「病気」でなく、どうしても依存症者自身を責めてし

まいます。その結果、依存症者と家族の間で悪循環の関係になっていきます。 

 

アルコール依存症は治療につながりにくい「病気」ですが、家族が「病気

を学び」対応を変えていくことで依存症者が治療につながりやすいと言われ

ています。家族会に参加し、仲間と語り合いながら、本来の家族自身の生活

を取り戻していきましょう。 

でも、すぐに語り合おうとしなくてよいのです。家族会に参加することで、

その日一日気持ちが楽にできたらよいのです。無理しすぎず、でもちょっと

自分の気持ちを押して、家族会に参加してみませんか。 

アルコールに悩んでいた家族（仲間）が待っています。 

※裏面に会の詳細等を載せいています 

家族会とは、 

 夫や子ども、きょうだいの酒害に悩まされてきた家族の気持ちに共

感すること、そして家族が陥りやすい「共依存の関係」から抜け出す

智恵に気づき、それを行動に移しながら、家族自身のよりよい人生を

共に歩んでいこうという会です。 

 

まず、自分の抱えている気持ちを一つ一つぬいでいきませんか？ 

那覇断酒会家族会 

「いじゅの花」 



 

  

家族会名 開催曜日 時間 場所 

那覇家族会 毎月第 2（火） 19：00～21：00 那覇市保健所（那覇市） 

沖縄市家族会 毎月第 3（火） 19：00～21：00 沖縄市かりゆし園 

豊見城家族会 毎月第 1（日） 14：30～16：30 豊見城市社会福祉センター 

やんばる家族絆の会 毎月第 1・3（月） 20：00～22：00 県北部保健所（名護市） 

しまじり断酒新生会

家族会 
毎月第 3（日） 14：00～16：00 県南部保健所（南風原町） 

家族会 例会場案内（沖縄県内） 

読んでもらいたい詩 
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※事前予約なしの参加可能です。 

※平成 29年 11月 1日現在 


